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福
祉
体
験
授
業
・
椎
名
小
学
校 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

障
害
者
福
祉
委
員 

鴇
田
宏
和 

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
六
日
（
金
）
椎
名
小
学
校
体
育
館

で
、
三
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
児
童
が
参
加
し
て
約
一
時
間

の
「
福
祉
体
験
授
業
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
学
生
時
代
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
の
怪
我
で
下
半
身

が
麻
痺
し
、「
車
い
す
」
で
の
生
活
に
な
り
な
が
ら
も
、
目
標
・

目
的
を
持
っ
て
社
会
の
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
中
島

憲
吾
さ
ん
（
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
選
手
）
を
お
招
き
し
て
の
学

習
で
し
た
。 

中
島
さ
ん
か
ら
「
目
標
を
持
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
」

「
日
常
生
活
の
苦
労
話
」「
車
い
す
の
操
作
方
法
」「
転
ん
だ
時

の
起
き
上
が
り
方
」「
回
転
の
方
法
」「
シ
ュ
ー
ト
の
仕
方
」
等

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
む
内
容
に
つ
い
て
実
演
を
通
し

て
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

児
童
た
ち
は
、
中
島
さ
ん
の
上
半
身
の
鍛
え
ら
れ
た
筋
肉
を

触
り
な
が
ら 

「
す
ご
い
な
！
」「
こ
こ
ま
で
出
来
る
ん
だ
！
」「
お
手
伝
い
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
」
等
、
興
味
津
々
で
し
た
。 

最
後
に
各
ク
ラ
ス
の
代
表
の
児
童 

と
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
対
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

一
球
一
球
に
歓
声
が
上
が
り
最
高
に 

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

【「
福
祉
体
験
学
習
」
を
実
施
し
て
感
想
】 

今
年
度
は
リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
あ
り
日
本
選
手
の
活

躍
が
連
日
報
道
さ
れ
各
競
技
か
ら
素
晴
ら
し
い
感
動
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

社
会
福
祉
協
議
会
椎
名
地
区
部
会
は
障
害
者
と
健
常
者
が

と
も
に
生
き
る
共
生
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
直
接
に

目
で
見
・
耳
で
聞
き
・
触
れ
る
体
験
学
習
は
貴
重
な
学
習
で
す
。 

 
 

今
回
の
福
祉
体
験
学
習
は
心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
学
習
で
し
た
。

児
童
の
生
活
の
指
針
と
な
る
思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

  
 

 

車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
選
手 

中
島
憲
吾
氏 

「
夢
と
希
望
を
語
り
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
演
技
を
披
露
」 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

車椅子からの移乗 すごい筋肉ですね！ 

起き上がるときの苦労 お互いに頑張りましょう 

少
子
高
齢
化
・
核
家
族
化
の
時
代
で
す
。
千
葉
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
福
祉
教
育
に

つ
い
て
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
の
学
び
、
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
考
え
、
千
葉
市
内
の
小
学
四
年
生
全
員
に
冊
子
を
配
布
し
ま
し
た
。
福
祉
学
習
の
際
、

こ
の
冊
子
で
学
習
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

冊
子
の
特
徴
は
「
考
え
て
み
よ
う
」
と
い
う
問
い
か
け
が
あ
り
、
事
例
ご
と
に
一
人
一
人

が
ど
の
よ
う
に
考
え
行
動
し
た
ら
よ
い
か
自
分
で
決
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

家
庭
で
も
冊
子
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
福
祉
に
対
し
て
の
話
し
合
い
を
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
イ
ラ
ス
ト
が
多
く
親
し
み
や
す
い
冊
子
で
す
。 

 

椎
名
地
区
部
会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
共
に
学
び
合
う
場
に
携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

 

小
学
生
向
け
福
祉
冊
子
が
四
年
生
全
員
に
配
布 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草
刈
堰
・中
川
溝
、
生
實
溝
の
起
源
者 

 
 

鴇
田
五
郎
右
衛
門 

 
 

 
 

灌
漑
水
路
完
成
ま
で
の
苦
難
と
業
績
（其
の
２
） 

  

 

椎
名
地
区
福
祉
活
動
通
信 

 
 

「
あ
・
れ
・
こ
・
れ
」 

●
７
月 

 

 

○
理
事
会
（
８
月
～
２
月
） 

〇
第
２
回
椎
名
だ
よ
り
編
集
会
議
開
催 

〇
第
２
号
編
集
方
針
割
付
執
筆
担
当
者
（
13
） 

〇
古
市
場
団
地
サ
ロ
ン 

（
７
月
～
３
月
） 

○
市
社
会
福
祉
審
議
会
（
15
） 

○
民
生
委
員
改
選
審
査
会
椎
名
小
（
20
） 

○
環
境
公
民
館
敷
地
草
刈
18
人
参
加
（
23
） 

○
社
会
福
祉
審
議
会
地
域
福
祉
専
門
部
会
（
27
） 

 

●
８
月 

○
八
町
内
合
同
敬
老
会
自
治
会
長
会
議(

８
月
・
９
月
） 

○
椎
名
広
報
発
行
配
布 

年
度
１
号
～
３
号 

○
見
守
り
会
議
（
８
月
・
１０
月
・
１２
月
・
２
月
・
３
月
） 

 

●
９
月 

 

○
防
災
訓
練
古
市
場 

社
協
車
椅
子
対
応
（
４
） 

○
椎
名
小
５
年
稲
刈
り
（
９
） 

○
八
町
内
会
合
同
敬
老
会
み
ど
り
鮨
（
19
） 

 

●
⒑
月 

 

○
古
市
場
見
守
り
活
動
報
告
会
（
７
） 

○
福
祉
活
動
推
進
委
員
研
修
会
（
11
） 

○
緑
区
地
域
福
祉
計
画
推
進
協
協
議
会
（
１０
・
１２
・
３
月
） 

○
ふ
れ
あ
い
食
事
会
（
１０
月
～
３
月
） 

○
福
祉
協
議
会
表
彰
式
高
梨
政
子
・
高
澤
義
信
（
29
） 

 

●
⒒
月 

 

○
椎
名
小
学
校
し
い
の
み
祭
参
加
（
19
） 

○
市
地
域
福
祉
専
門
委
員
会
（
２４
） 

○
椎
名
小
食
育
授
業
支
援
太
巻
き
寿
司
（
28
） 

 

●
⒓
月 

 

○
感
謝
の
会
・
羯
鼓
舞
発
表
会
（
２
） 

○
第
３
回
地
区
部
会
・
実
務
者
研
修
会
（
１３
） 

○
椎
名
小
福
祉
体
験
学
習
（
１６
） 

○
独
居
高
齢
者
慰
問
（
２３
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

６ 

五
郎
左
衛
門
・
割
腹
塚 

 

五
郎
左
衛
門
常
に
人
に
語
り
て
、
若
し
半
途
に
し
て
蹉
跌
を
生
じ
て
事
成
ら
ざ
れ
ば
堤
地
の
中
央
の
東
に
草
刈
台
の
一
塚
を
築
き
置
き
た

れ
ば
此
の
塚
上
に
於
い
て
法
を
破
り
処
刑
さ
れ
る
る
か
、
否
ざ
れ
ば
自
ら
割
腹
し
て
辨
疏
（
い
い
ひ
ら
き
を
す
る
こ
と
）
に
換
え
ん
と
。
此

の
塚
今
に
割
腹
塚
、
又
五
郎
衛
門
塚
と
称
し
、
其
の
遺
跡
を
存
せ
り
。
常
時
如
何
に
工
事
の
偉
大
且
つ
困
難
な
り
し
か
を
推
知
す
べ
き
な
り
。 

 

７ 

工
事
四
年
十
一
箇
月
に
て
完
成 

 

四
年
十
一
箇
月
、
終
始
一
日
の
如
く
遂
に
草
刈
堰
開
鑿
を
成
功
し
た
り
。
是
れ
元
和
元
年
三
月
七
日
な
り
き
。
此
の
工
事
に
付
五
郎
衛
門

の
支
瓣
せ
る
経
費
は
全
額
の
六
分
に
し
て
實
に
千
六
百
拾
七
貫
八
拾
五
匁
六
分
に
達
せ
り
と
い
ふ
。 

 

８ 

用
水
路
・
排
水
路
の
開
鑿
着
手 

 

堤
袋
は
茲
（
こ
こ
に
）
完
成
せ
る
を
以
て
進
ん
で
用
水
路
並
び
に
排
水
路
の
開
鑿
に
着
手
せ
ん
と
し
、
草
刈
村
名
主
加
藤
太
左
衛
門
及
び

中
川
溝
村
田
川
に
沿
え
る
各
村
名
主
並
生
実
溝
関
係
地
、
北
生
実
名
主
彌
平
衛
、
濱
野
村
名
主
新
左
衛
門
、
村
田
村
名
主
庄
八
、
古
市
場
村

名
主
長
左
衛
門
等
協
議
し
て
其
の
協
力
を
得
、
元
和
二
年
工
事
に
着
手
し
非
常
の
辛
苦
を
重
ね
て
仝
四
年
に
至
り
完
成
を
告
ぐ
る
に
至
り
し

も
、
生
実
溝
下
郷
於
い
て
尚
水
路
の
変
更
を
要
す
る
箇
所
あ
り
、
元
和
六
年
に
至
り
更
に
工
を
起
し
仝
八
年
に
至
り
全
く
完
成
せ
り
。 

 

９ 

十
三
村
々
八
百
餘
町
を
灌
漑 

 

千
葉
郡
の
内
、
中
西
、
落
井
、
刈
田
子
、
椎
名
崎
、
古
市
場
、
濱
野
、
村
田
、
南
生
実
、
北
生
実
の
各
村
。
市
原
郡
の
内
、
大
厩
、
菊
間
、

古
市
場
、
八
幡
の
各
村
亘
る
面
積
八
百
餘
町
歩
の
灌
漑
を
し
て
遺
憾
な
か
ら
し
め
き
。
是
に
於
い
て
水
下
各
村
は
此
の
鴻
大
な
る
恩
澤
に
浴

せ
ん
為
め
、
元
和
八
年
よ
り
堤
代
米
百
三
十
二
俵
を
毎
年
鴇
田
家
に
貢
納
し
、
堤
の
管
理
を
委
託
す
る
こ
と
と
為
せ
り
。
其
の
後
同
家
は
其

女
を
草
刈
の
豪
農
り
加
藤
初
太
郎
に
嫁
す
る
に
當
り
此
の
堤
代
米
を
土
産
と
し
て
加
藤
家
へ
贈
與
せ
り
。
之
れ
享
和
元
年
の
こ
と
に
属
す
る
。 

 

１０ 

鴇
田
溝 

 

其
他
古
市
場
よ
り
中
西
に
通
じ
る
樞
要
里
道
に
沿
い
鴇
田
溝
と
称
す
る
あ
り
。
此
の
溝
は
五
郎
左
衛
門
が
上
郷
下
郷
の
推
理
を
図
る
と
共

に
上
郷
の
記
念
の
為
め
設
け
た
る
も
の
に
し
て
、
農
民
に
與
ふ
る
水
利
の
便
大
な
る
も
の
な
り
。 

 

１１ 

辞
世
の
句 

正
保
三
年
四
月
五
郎
左
衛
門
七
拾
壹
歳
に
し
て
歿
す
。
そ
の
辞
世
に
曰
く 

  
 

さ
そ
は
れ
て
入
相
つ
ぐ
る
鐘
の
音
に
果
敢
な
く
も
行
く
堰
ど
め
の
水 

 

  

爾
来
此
の
用
水
に
頼
り
て
旱
害
を
除
か
れ
如
何
な
る
旱
魃
に
遭
遇
す
る
も
未
だ
嘗
て
灌
漑
上
の
不
便
を
来
せ
し
こ
と
な
く
、
農
業
上
及
ば

ざ
る
効
果
は
今
其
の
鴻
恩
を
称
揚
し
て
措
か
ざ
る
所
な
り
。（
写
・
完
・
岡
本
博
幸
） 

 

 
 

 

 
 

引
用
『
千
葉
県
千
葉
郡
誌
』（
復
刻
版
）
千
葉
県
千
葉
郡
教
育
会
編
纂
・
発
行
／
大
正
十
五
年
二
月
二
十
八
日
） 

 
 

 

さ
て
つ
（
挫
折
の
こ
と
） 

か
ん
が
い
（
水
を
ひ
い
て
農
地
を
う
る
お
す
こ
と
） 

か
ん
ば
つ 

こ
う
お
ん
（
深
い
恩
恵
） 

か
い
さ
く 

す
う
よ
う
（
肝
心
な
と
こ
ろ
） 


